
次の定例会は令和4年6月2日（木）開会予定です。

古畑　第５次基本構想案に掲げるみどりと水の環境整備については、美し
く質の高いみどりと水をまちづくりにいかすとあるが、市長の考えはどのよ
うなものか。
市長　国分寺崖線や玉川上水などの環境に恵まれたまちである一方、住宅
都市の側面からも宅地内の緑化指導等によりみどりの管理にも努め、自然と
都市が調和した人に優しいまちづくりを進めたい。

安田　ア新庁舎建設が進まないのは市長の決断力
とリーダーシップが著しく欠けているからではない
か。イ子どもが本来持つ力を引き出すには意見表明
や参加の機会が重要。子どもに関わる施策は子ども
にも意見を聞くべき。
市長　ア自分の資質について評価は難しい。イ子

どもの成長を促すために自己肯定感を高める豊かな
体験ができる基盤を作りたい。

水谷　施政方針では「信頼される行政運営に取り
組むべく、説明を尽くす」とあるが、市民からは「保
育園の廃園については説明も不十分、提案の仕方が
おかしい。他の市政運営についてもこんな強引な進
め方をされるのかと不安になった。」との声が届い
ている。市民の意見に真摯に対応していただきたい。
市長　私としては、これからも真摯な対応をして

まいりたい。
白井　施政方針に「常々大切にしてきました対話

の姿勢」とあるが、市長の行動そのものが、参加と
協働の理念やまちへの誇りや愛着を醸成するという
ことと真逆で、その機運すら減退させることに繋が
るのではないかと危惧している。真の対話に改めて
いただきたいがどうか。
市長　私自身の姿勢や行動についてもご理解いた

だけるように引き続き努力してまいりたい。

小林　昨年から事態が全く打開できておらず同じ質
問をする。コロナ禍において新庁舎建設が市民生活に
影響がでないという具体的な見通しは、いつ示される
のか。
市長　早い段階でお示しできるよう鋭意努力したい
と考える。中期財政計画は既にかなり変動が生じてい

ることをご理解賜りたい。令和７年度末、財政調整基
金残高が一桁にならないよう努力したい。
渡辺（ふ）　市政運営の基本政策である第５次基本

構想では、第４次で市が目指すべき根本目的としてい
た「市民の幸せの増進」を市民福祉の増進に置き換え、
市民公募で決定した愛称「小金井しあわせプラン」の
名称も捨て去ったことは、表現の後退ではないか。
市長　住民福祉の向上を分かり易く幸せの増進とし

たが、特別委員会の意見で同意語に修正した。

宮下　市の財政構造の弾力性を判断する指標である
経常収支比率は、西岡市長の就任時点と比べて、悪化
の傾向が続いている。今後も、歳入確保、歳出削減、
職員数削減を管理項目とすべきでは。
市長　新たな行革プランにおいても、従前同様、具

体的な取組の進行管理を行うとともに、職員数の適正
化等にも取り組む。強い危機感を持った計画として作
成中である。

村山　市長任期２期目の２年で達成したことは
何か。
市長　保育園の新規開園等で定員増を進め、令和
３年４月の待機児童は41人まで減少。武蔵小金井
駅南口第２地区再開発事業の竣工。福祉総合相談窓
口の開設。病児・病後児保育事業の拡充。義務教育児
医療費助成の所得制限を小学校６年生まで廃止。
コロナ発生後はワクチン接種に全力を挙げている。
村山　最上位計画である第５次基本構想につい
てアまだ議決されていない大変な状況が続いている
理由をどのように捉えているか。イいつ市長は議会
に対し、打開策を示すのか。このままでは３月３日
の特別委員会で総括質疑に入れない。ウ庁舎建設を
進めるに足る論拠を示し説得せよ。議会に対し説明
の場を作るべき。
市長　ア議会から新庁舎建設に関連する多様な意
見をいただいている。新庁舎建設の財源を含めた中
期財政計画案を示したが、財政見通しに対する不安
を払拭する環境をまだ十分に整えきれていないと理
解している。イ現時点では検討中であり、早い時期
に示せるよう引き続き努める。ウ合意形成に必要な
ことはやらなければいけない。真摯に受け止める。
村山　庁内人事についてア新たに副市長をもう １
人任命し、庁舎問題の事実上のトップにする推進体
制を考えないか。イ民間企業との人材交流の拡充を
求める。ウ女性を管理職に登用し、ジェンダーバラ
ンスを配慮せよ。
市長　ア２人副市長制に向けて努力したい。イ非
常に有効な方策だと考えている。ウまずは係長職と
して活躍してもらう環境を構築することで登用につ
なげたい。

たゆ　新型コロナウイルス感染拡大の中で、誰一
人取り残さない、住民福祉の向上が求められてい
る。低所得者への給付金など市民と事業者への市独
自の支援策を行っていく必要がある。新型コロナウ
イルス感染症について、無症状者の無料のPCR検
査の延長、在宅療養者や医療提供体制の支援につい
て強化すべきである。
市長　今後も国や都の交付金を活用し、市の役割

を果たしていきたい。新型コロナウイルス対策はこ
れまでの取組を検証しながら、取り組んでいきたい。
水上　この間の「行革」は、学校給食などの委託

化、がん検診の有料化、難病者福祉手当の縮小など
だったが、財政効果は限界であると自ら認めてい
る。「行革」は市民生活の向上のために行うことが
最大の目的だ。委託化など見直すべきである。自治
体のデジタル化問題については、便利で効率的にな
ることは必要だが、現在国が進めている内容は、市
民の個人情報を民間企業などに提供するものである。
市長　自治体DX、公民連携アウトソーシング、

公共施設マネジメントに取り組んでいくことが重要
である。
森戸　市長は対話の姿勢を中心に据えるとしてい

るが、一方的な説明である。公立保育園廃園問題や
新庁舎建設について、パブリックコメントの声が反
映されていない。パブリックコメントの在り方を改
善するとともに、2015年市長選の公約である、「自治
基本条例」の制定が重要となっている。条例を制定
すべきではないか。
市長　パブリックコメントを出された市民の意見

を十分に検討する必要がある。２期目の市長選では
自治基本条例は含めていない。策定は考えていない。

坂井　「はけと野川を壊す都市計画道路」の記載が消えたのは、遺憾だ。
2020年度、2021年度と２年連続で記載があった。目下、策定中の都市計画マ
スタープランで、一定の姿勢を示しているのに、どういうおつもりか。
市長　私が、意図的に文章を外した経過はない。令和２年５月に都知事宛

に市長名で要望した内容に現時点で変わりない。あの中に私の思いは述べた。

片山　ア公立保育園廃園方針提案や説明会、パブ
リックコメントなどの準備行為は、具体的な影響の
ある準備行為ではないという担当課長の答弁を容認
するのか。イコロナ災害の中で整合性のない計画へ
の意見の求め方は市民からの信頼を失墜させる。改
めてほしい。
市長　ア担当と同じ認識である。イ市民の信頼を
損なうことのないよう、努力が求められる。

渡辺（大）　渋谷区では７年前、民間出身の副区
長を就任させ、役所に行かずに相談も手続もできる
庁舎を目指し、デジタル化を進めてきた。本市も庁
舎設計にデジタル化を反映させなければならなかっ
た。床面積の縮減にも非常に寄与する。早期に手を
打ち、設計に反映されていれば、大きな効果を生ん
だのではないか。
市長　これからしっかり取り組みたい課題だ。

遠藤　アはけのみどりを保全するための施策は。(ｲ)
庶民の暮らしや民俗学的事柄を表す基層文化の捉え方
は。
市長　ア法律や東京都条例を活用し特別緑地保全地
区や環境保全緑地に指定していく。イ地域史講座の開
催や、「小金井の石造物」の刊行。また文化財センター
の展示も基層文化につながり、郷土愛を醸成すること
からも大切なことと理解している。
清水　地域には複合的な問題があり、解決のため行
政の縦割りを打破すべく福祉総合相談窓口が開設され
たと考える。ヤングケアラーやケアラ―、認知症の家

族介護者の方々は、「介護」は家族が行わなければなら
ないと家族内で抱え込み表面化しづらい状況にあるが
今後の対応は。
市長　生活上の不安や課題解決に向け一人一人の状

況に応じた継続的な支援を行っていく。
湯沢　ア地場野菜の学校給食への利用拡大は関係者

の努力により一定のところに達した。更なる拡大のた
めに補助制度等の導入検討を。(ｲ)新たにいじめ問題対
策委員会が設置された。市や学校は責任を回避せず真
摯に向き合うこと。
市長　ア先進市の取組を参考に新たな補助制度を検

討していく。イ軽微な兆候も見逃さず子どもを守り通
す姿勢を見せていく。
吹春　行政運営では具体的なイメージが見えず、市

長としてのリーダーシップを感じられず残念である。
防災は僅か４行しかなく自助、共助、公助の言葉すら
無い。防災対策が十分で無い状況であれば防災に関す
る心構えを市長として施政方針で伝えるべきではない
か。
市長　災害対策への思いが十分に伝わっていない指

摘は真摯に受け止めさせてもらいたいと思う。
五十嵐　昨年11月に中期財政計画が示され、大変厳

しい財政状況から庁舎建設には一定の年数をかけてコ
ストダウンの検討をするように求め既に3か月、いま
だに回答がない。庁舎機能の改善を図るための説明は
少なく、黙って財政的な裏付けを待つ状況にはない。
市長　回答の時期を明確にするのは難しい。機能改

善に課題があることは承知している。
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令和４年度
施政方針に対する
各会派の質疑

２月20日の日曜議会で、各会派から市長
に対し、施政方針についての質疑を行い
ました。QRコードをスマートフォン等で
読み取ると、YouTubeでご覧頂くことが
できます。
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